
中央図書館２階神戸ふるさと文庫（創刊号の表紙と同じ場所から） 

                                  

                                  

                                  

神
戸
ふ
る
さ
と
文
庫
の
『
本
棚
』 

 

今
回
で
一
〇
〇
号
を
迎
え
る
、
本
紙

『
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
本
棚
―
神
戸
ふ
る
さ
と
文

庫
だ
よ
り
―
』
は
、
中
央
図
書
館
二
階
に

神
戸
ふ
る
さ
と
文
庫
が
で
き
た
翌
年
の
平

成
三
年
三
月
に
創
刊
し
ま
し
た
。 

館
報
『
書
燈
』
二
三
五
号
（
平
成
二
年

六
月
）
に
よ
る
と
、
文
庫
開
設
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
文
庫
に
す
る
か
、
各
界
有
識

者
や
市
民
か
ら
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
ら
を
元
に
検
討

を
積
み
重
ね
、
「
神
戸
の
事
物
、
事
象
、

人
物
等
に
つ
い
て
記
述
し
、
或
い
は
そ
れ

ら
を
題
材
・
舞
台
・
背
景
に
し
た
も
の
で
、

神
戸
に
か
か
わ
る
資
料
を
網
羅
的
に
収
集
」

す
る
こ
と
と
し
、
文
庫
開
設
に
向
け
て
一

年
が
か
り
で
資
料
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の

収
集
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。
郷
土
資
料

は
出
版
流
通
に
乗
ら
な
い
も
の
が
多
く
、

地
元
書
店
の
店
頭
、
新
聞
記
事
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
出
版
情
報
を
得
て

い
ま
す
。
「
神
戸
の
本
な
の
に
図
書
館
に

な
い
」
資
料
が
あ
れ
ば
、
ご
一
報
い
た
だ

け
る
と
幸
い
で
す
。 

こ
れ
ま
で
に
本
紙
で
ご
紹
介
し
た
本
は

約
一
九
〇
〇
冊
※

、
神
戸
ふ
る
さ
と
文
庫

に
も
並
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
紙
面
と
文

庫
、
二
つ
の
「
本
棚
」
か
ら
神
戸
の
情
報

と
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。 
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本に描かれた「ふるさと神戸」を巡る 
～ランダム・ウォーク・イン・コウベ 100 ～ 

生田流箏曲演奏家。作曲家。

エッセーも多く遺している。 

 

宮城道雄(明治27－昭和31) 

 

小説家。天体や機械、少年

愛などをモチーフにした作

品を多く手掛けた。 

稲垣足穂(明治33－昭和52) 

 

探偵小説家。『八つ墓村』

『悪魔が来りて笛を吹く』

『悪魔の手毬唄』など神戸が

登場する作品が多数ある。 

 

横溝正史(明治35－昭和56) 

                                  

春
の
海
―
宮
城
道
雄
随
筆
集 

宮
城
道
雄 

（
講
談
社 

一
九
九
三
年
） 

私
は
今
考
え
て
み
る
と
、
こ
う
し
た
外
国

の
気
分
の
あ
っ
た
神
戸
の
居
留
地
で
（
中

略
）
育
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
の
作

曲
や
、
芸
の
上
に
幸
せ
を
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

（
二
二
九
頁
「
ふ
る
さ
と
」
） 

箏
と
尺
八
の
二
重
奏
曲
「
春
の
海
」

の
作
曲
で
知
ら
れ
る
宮
城
道
雄
は
、
明

治
二
十
七
年
に
神
戸
の
居
留
地
五
十
八

番
館
に
生
ま
れ
た
。
生
後
一
年
経
た
な

い
う
ち
に
目
を
患
い
、
八
歳
頃
に
は
失

明
の
宣
告
を
受
け
た
。
初
め
は
目
が
見

え
な
い
こ
と
に
苦
し
ん
だ
が
、
箏
に
親

し
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
音
の
世

界
で
生
き
る
道
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
。 

そ
の
一
方
で
、
神
戸
で
過
ご
し
た
幼

少
期
は
、
目
が
見
え
て
い
た
幸
せ
な
記

憶
と
し
て
残
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

西
洋
の
音
楽
、
茶
の
匂
い
、
ハ
イ
カ
ラ

な
食
べ
物
、
旧
正
月
に
中
国
人
か
ら
も

ら
っ
た
赤
い
包
み
紙
の
銀
貨
な
ど
、
開

か
れ
た
街
神
戸
を
、
五
感
で
楽
し
ん
で

い
る
様
子
が
窺
え
る
。 

     

タ
ル
ホ
神
戸
年
代
記 

稲
垣
足
穂
（
第
三

文
明
社 

一
九
九
〇
年
） 

私
は
「
汽
車
」
と
い
う
ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ

て
、
初
め
て
神
戸
三
ノ
宮
駅
に
上
陸
し
た
。 

（
一
七
六
頁
「
神
戸
三
重
奏
」
） 

小
学
生
の
頃
に
大
阪
か
ら
祖
父
母
が

住
ん
で
い
た
明
石
へ
移
り
住
ん
だ
稲
垣

足
穂
は
、
大
正
三
年
に
現
在
の
王
子
公

園
に
あ
っ
た
関
西
学
院
中
学
部
へ
入
学

し
た
。 

阪
神
岩
屋
駅
か
ら
北
に
歩
い
て
関
西

学
院
に
着
く
ま
で
の
道
中
の
雰
囲
気
、

三
ノ
宮
駅
（
現
在
の
元
町
駅
の
場
所
）

近
辺
の
店
舗
の
様
子
な
ど
が
克
明
に
描

写
さ
れ
て
い
る
。
新
開
地
で
は
映
画
館

に
足
繁
く
通
い
、
様
々
な
映
画
を
見
た
。

ス
ク
リ
ー
ン
の
下
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
な
ど
、
当
時
は
無
声

映
画
を
上
映
し
て
い
た
様
子
も
窺
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。 

神
戸
で
過
ご
し
た
少
年
時
代
、
そ
し

て
大
人
に
な
っ
て
視
点
が
変
わ
っ
て
か

ら
の
回
想
と
が
交
錯
し
、
エ
ッ
セ
ー
な

が
ら
も
足
穂
特
有
の
幻
想
的
な
表
現
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。 

 
    

横
溝
正
史
自
伝
的
随
筆
集 

横
溝
正
史 

 

（
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ 

二
〇
〇
二
年
） 

神
戸
の
図
書
館
も
の
ち
に
大
倉
山
へ
移
転

し
た
が
、
当
時
は
相
生
橋
の
近
く
に
あ
っ

た
。
私
が
図
書
館
の
味
を
お
ぼ
え
た
の
は

小
学
校
の
五
年
の
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
わ
が

家
か
ら
そ
の
図
書
館
ま
で
は
子
供
の
足
で

も
十
五
分
く
ら
い
の
距
離
で
あ
っ
た
。 

（
一
三
四
頁
「
続
・
書
か
で
も
の
記
・
１１
」
） 

横
溝
正
史
は
東
川
崎
町
で
生
ま
れ

育
っ
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
本
好
き
の
正

史
は
、
図
書
館
へ
頻
繁
に
通
い
、
六
年

生
の
時
、
血
眼
で
探
し
て
い
た
『
古
城

の
秘
密
』
後
編
を
図
書
館
の
目
録
に
見

つ
け
狂
喜
し
た
が
、
い
つ
も
貸
出
中
で

つ
い
に
読
め
な
か
っ
た
と
回
想
す
る
。

神
戸
二
中
で
は
、
同
じ
く
探
偵
小
説
を

愛
好
す
る
親
友
と
外
国
の
探
偵
雑
誌
を

求
め
て
三
宮
の
古
書
店
を
巡
っ
た
。 

二
十
四
歳
で
江
戸
川
乱
歩
の
招
き
に

よ
り
上
京
す
る
ま
で
の
神
戸
の
記
憶
は
、

複
雑
な
家
族
事
情
な
ど
暗
い
思
い
出
と

語
る
が
、
自
身
の
ル
ー
ツ
を
書
い
て
お

き
た
か
っ
た
と
い
う
。 

＊
『
古
城
の
秘
密
』
前
・
後
編
は
三
津
木
春
影
訳 

原
作

は
モ
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
著
『
８
１
３
』 

 
     

『ＫＯＢＥの本棚』創刊号から連載を開始した「ランダム・ウォーク・イン・コウベ」では、郷土資

料を通じて神戸の様々な名所を訪ね、その来歴を解き明かそうとしてきました。 

100回目となる今回は、神戸にゆかりのある小説家や詩人たちが本に描いた「ふるさと神戸」を、著者

の生誕順にご紹介します。11人の「神戸」を紙面で巡ってみませんか。 

※神戸市立中央図書館で所蔵している本をご紹介しているため、現在は流通していない本もあります。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0309393848&mode=one_line&pvolid=PV%3A0005186803&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0304536493&mode=one_line&pvolid=PV%3A0005090899&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7000119066&mode=one_line&pvolid=PV%3A7000074902&type=CtlgBook


 

 

 

小説家。昭和39年に『感傷

旅行（センチメンタル・

ジャーニイ）』で第50回芥

川賞を受賞。 

田辺聖子(昭和3－令和元) 

 

小説家・エッセイスト。神戸

を舞台にした推理小説を多数

執筆。中国や西アジア、イン

ドの歴史小説、随筆などの作

品多数。 

陳舜臣(大正13－平成27) 

小説家。代表作に『足摺

岬』、亡き妻との往復書

簡集『愛のかたみ』など

がある。 

田宮虎彦(明治44－昭和63) 

映画評論家。『映画と共に

歩んだわが半生記』『映画

が教えてくれた大切なこ

と』など著書多数。 

淀川長治(明治42－平成10) 

淀
川
長
治
自
伝 

上
・
下 

淀
川
長
治

（
中
央
公
論
社 

一
九
八
八
年
） 

私
は
東
京
と
い
う
田
舎
へ
何
ゆ
え
に
行
か

ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
と
ム
カ
ム
カ
し
て
い
た

の
で
あ
っ
た
（
中
略
）
そ
れ
ほ
ど
私
は
神

戸
を
愛
し
、
神
戸
が
日
本
最
高
の
ほ
ん
も

の
の
文
化
都
市
と
信
じ
て
い
た
か
ら
だ
っ

た
。 

 

（
上
巻
三
〇
四
頁
「
い
よ
い
よ
神
戸
を
去
る
」
） 

昭
和
十
三
年
、
勤
め
て
い
た
映
画
社

に
東
京
転
勤
を
指
示
さ
れ
た
時
の
心
情

で
あ
る
。
淀
川
長
治
は
西
柳
原
の
芸
者

置
屋
の
家
に
生
ま
れ
た
。
花
柳
街
の
中

心
地
で
町
内
の
頭
株
だ
っ
た
父
に
連
れ

ら
れ
、
幼
い
頃
か
ら
毎
週
奇
術
や
芝
居
、

活
動
写
真
を
一
等
席
で
観
た
。
新
開
地

の
入
り
口
に
あ
っ
た
大
正
ポ
ン
ポ
ン
あ

め
の
匂
い
や
、
活
動
写
真
館
が
競
っ
て

掲
げ
た
絵
看
板
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
光
が
、
活
動
写
真
を
観
る
前
の
高
揚

感
と
共
に
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
る
と

綴
る
。
長
治
が
観
た
夥
し
い
数
の
映
画

の
記
憶
は
日
本
に
お
け
る
映
画
の
足
ど

り
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録
で
、
大
正
・

昭
和
の
神
戸
を
自
由
に
闊
歩
し
た
早
熟

で
利
発
な
少
年
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
て
い
る
。 

  

  

神
戸
―
我
が
幼
き
日
の
… 

田
宮
虎
彦 

小
松
益
喜
（
中
外
書
房 

一
九
五
八
年
） 

こ
の
あ
ま
い
、
あ
ぶ
ら
っ
こ
い
味
は
、
関

西
の
味
で
あ
る
。
神
戸
を
な
つ
か
し
く
思

い
出
す
時
、
こ
の
き
つ
ね
う
ど
ん
の
味
が

神
戸
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
る
。 

（
二
四
一
頁 

田
宮
虎
彦
「
き
つ
ね
と
た
ぬ
き
」
） 

大
正
二
年
、
父
の
転
勤
で
二
歳
の
時

に
神
戸
へ
来
た
田
宮
虎
彦
は
、
京
都
の

第
三
高
等
学
校
へ
進
学
す
る
ま
で
を
、

こ
の
地
で
過
ご
し
た
。
当
時
の
西
灘
村

味
泥
に
住
ん
で
い
た
神
戸
一
中
時
代
は
、

近
所
の
う
ど
ん
屋
へ
行
く
こ
と
が
愉
し

み
だ
っ
た
と
い
う
。
校
則
違
反
が
先
生

や
先
輩
に
見
つ
か
ら
な
い
か
、
お
ど
お

ど
し
な
が
ら
店
に
入
っ
て
い
た
昔
の
自

分
を
、
「
小
心
な
私
」
と
ふ
り
返
る
。 

「
少
年
の
日
の
記
憶
と
い
う
も
の
は
、

ど
ん
な
に
つ
ま
ら
ぬ
記
憶
に
も
、
泉
の

よ
う
な
、
清
ら
か
な
、
ゆ
た
か
な
生
命

の
喜
び
が
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」

田
宮
虎
彦
に
と
っ
て
少
年
の
日
の
記
憶

は
、
母
の
懐
で
聞
い
た
汽
笛
や
、
正
月

に
見
た
南
京
町
の
爆
竹
、
そ
し
て
、
き

つ
ね
う
ど
ん
の
味
な
ど
で
あ
っ
た
。 

     

神
戸
わ
が
ふ
る
さ
と 

陳
舜
臣
（
講
談
社 

二
〇
〇
三
年
） 

神
戸
市
民
の
皆
様
、
神
戸
は
亡
び
な
い
。

（
中
略
）
自
然
が
溢
れ
、
ゆ
っ
く
り
流
れ

お
り
る
美
わ
し
の
神
戸
よ
。
そ
ん
な
神
戸

を
、
私
た
ち
は
胸
に
抱
き
し
め
る
。 

（
三
五
四
頁
「
神
戸
よ
」
） 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
の
八
日
後

に
神
戸
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
神
戸
市
民

に
呼
び
掛
け
る
陳
舜
臣
の
言
葉
で
あ
る
。 

大
正
十
三
年
に
神
戸
で
生
ま
れ
、
戦

後
す
ぐ
の
約
三
年
半
を
除
い
て
神
戸
を

離
れ
た
こ
と
は
な
い
。
昭
和
三
十
六
年
、

神
戸
を
舞
台
に
し
た
推
理
小
説
『
枯
草

の
根
』
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、
そ
の
後

も
神
戸
を
舞
台
に
し
た
作
品
を
多
く
発

表
し
た
。 

生
涯
に
わ
た
り
神
戸
を
愛
し
た
舜
臣

は
、
水
害
や
空
襲
の
壊
滅
的
な
被
害
か

ら
立
ち
直
る
神
戸
の
人
々
や
ま
ち
を
見

て
き
た
。 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生
時
も
、
灘

区
の
自
宅
で
被
災
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

神
戸
の
復
興
を
見
守
り
、
亡
く
な
る
ま

で
人
々
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
。 

      

歳
月
切
符 

田
辺
聖
子
（
集
英
社 

一
九

八
六
年
） 

神
戸
と
い
う
と
港
や
異
人
館
や
元
町
、
ハ

イ
カ
ラ
で
モ
ダ
ン
な
と
こ
ろ
と
想
像
し
て

い
た
の
に
、
下
町
に
は
そ
ん
な
匂
い
も
気

配
も
な
く
、
（
中
略
）
異
人
館
も
港
の
エ

キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
も
、
ど
こ
の
話
か
い
な
と

思
わ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。 

（
二
一
一
頁
「
神
戸
」
） 

昭
和
四
十
一
年
、
三
十
代
後
半
の
頃

に
尼
崎
か
ら
神
戸
へ
移
り
住
ん
だ
田
辺

聖
子
は
約
十
年
間
を
神
戸
で
過
ご
し
た
。 

「
神
戸
で
ハ
イ
カ
ラ
に
優
雅
に
暮
ら

す
」
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
た
ち
ま
ち

馴
染
み
、
聚
楽
館
向
い
の
お
で
ん
屋
や

湊
川
商
店
街
な
ど
で
「
神
戸
庶
民
文
化
」

を
満
喫
し
た
。 

連
載
の
仕
事
と
毎
日
の
主
婦
業
を
こ

な
す
生
活
に
力
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、

下
町
の
猥
雑
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
神
戸
の

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
だ
っ
た
。
恋

愛
小
説
で
あ
れ
ば
、
神
戸
を
使
う
だ
け

で
、
ム
ー
ド
が
で
き
上
っ
た
感
じ
だ
と

語
っ
て
お
り
、
『
ダ
ン
ス
と
空
想
』
な

ど
の
作
品
で
神
戸
が
舞
台
と
な
っ
て
い

る
。 

       

あ
ふ 

う
る 

は

な

ま

ち 

お
き
や 

お
び
た
だ か

っ
ぽ 

み
ど
ろ 

ほ
ろ 

か
し
ら 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0308862182&mode=one_line&pvolid=PV%3A0005084577&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7000149963&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000186393&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7000080778&mode=one_line&pvolid=PV%3A7000117168&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200283370&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000681015&type=CtlgBook


 

 

 

詩人。詩集では地球賞、晩

翠賞、ラジオドラマで芸術

祭優秀賞、井植文化賞、神

戸市文化賞など受賞多数。 

安水稔和(昭和6－) 

 

マンガ家・絵本作家・イラスト

レーター。『やっぱりおおか

み』などの絵本や村上春樹作品

の表紙イラストを多く手掛けて

いる。 

佐々木マキ(昭和21-) 

詩人・小説家。2004年から

インターネット上で詩作を

始める。現代詩手帖賞、中

原中也賞等を受賞。 

最果タヒ(昭和61-) 

 

絵本作家・童話作家。代表作に

『おはようどうわ』『くんぺい

魔法ばなし』などがある。 

東君平(昭和15－昭和61) 

神
戸
わ
が
街
―
こ
こ
が
ロ
ド
ス
だ
こ
こ
で

踊
ろ
う 

安
水
稔
和 

『
神
戸
わ
が
街
』

編
集
委
員
会
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ

ン
タ
ー 
二
〇
一
六
年
） 

夕
暮
時
。
私
は
岸
壁
に
腰
を
お
ろ
し
て
い

た
。
渡
り
板
の
む
こ
う
の
小
舟
の
う
え
に

七
輪
と
し
ぶ
う
ち
わ
を
持
っ
た
男
が
あ
ら

わ
れ
て
魚
を
焼
き
は
じ
め
た
。 

（
二
十
二
頁
「
艀
溜
り
」
） 

艀
溜
り
と
題
し
た
文
の
一
節
で
あ
る
。

国
際
貿
易
港
と
し
て
発
展
し
、
震
災
を

乗
り
越
え
、
人
・
物
・
情
報
が
行
き
交

う
神
戸
港
。
今
は
多
く
の
人
が
集
う
憩

い
の
場
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
も
か
つ
て
は

荷
役
作
業
に
従
事
し
た
艀
の
係
留
地
で

あ
り
、
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。
心
に
刻

ま
れ
た
波
止
場
の
風
景
の
中
か
ら
、
在

り
し
日
の
姿
を
描
き
出
す
。 

安
水
稔
和
は
兵
庫
県
を
代
表
す
る
詩

人
で
あ
る
。
神
戸
で
生
ま
れ
育
ち
、
空

襲
、
震
災
を
経
験
し
た
詩
人
は
、
イ

ソ
ッ
プ
の
寓
話
『
ほ
ら
ふ
き
』
に
な
ら

い
、
言
葉
を
探
し
求
め
て
、
神
戸
、
そ

し
て
今
い
る
と
こ
ろ
で
踊
り
続
け
て
い

る
。 

       

く
ん
ぺ
い
少
年
の
四
季 

東
君
平
（
サ
ン

リ
オ 

一
九
九
一
年
） 

私
は
近
所
に
あ
っ
た
湊
川
神
社
の
林
の
中

へ
潜
り
込
ん
で
椎
の
実
を
拾
っ
て
き
て
は
、

フ
ラ
イ
パ
ン
で
カ
ラ
カ
ラ
と
音
を
た
て
て

煎
っ
て
た
べ
た
。
椎
の
実
は
栗
の
よ
う
な

味
が
し
て
、
た
い
そ
う
美
味
な
も
の
だ
っ

た
の
で
、
私
の
大
好
物
だ
っ
た
。 

（
六
十
二
頁
「
椎
の
実
」
） 

昭
和
十
五
年
、
戦
前
の
あ
わ
た
だ
し

さ
の
中
で
生
ま
れ
、
戦
後
の
悲
し
さ
の

中
で
物
心
つ
い
た
と
語
る
絵
本
作
家
・

東
君
平
が
、
神
戸
で
過
ご
し
た
自
ら
の

少
年
時
代
を
振
り
返
る
。 

五
歳
で
体
験
し
た
大
空
襲
や
食
糧
難
、

進
駐
軍
の
ジ
ー
プ
な
ど
戦
争
の
影
が
見

え
隠
れ
す
る
中
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出

の
み
を
書
き
残
し
た
い
と
、
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
や
湊
川
神
社
の
お
祭
り
、
ラ

ム
ネ
や
ミ
カ
ン
水
の
味
、
兄
妹
や
両
親

と
の
や
り
と
り
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
漂
う

文
章
で
綴
る
。
切
り
絵
に
よ
る
挿
絵
が

素
朴
な
懐
か
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。 

        

ノ
ー
・
シ
ュ
ー
ズ 

佐
々
木
マ
キ
（
亜
紀

書
房 

二
〇
一
四
年
） 

須
磨
の
海
は
、
開
か
れ
た
窓
だ
っ
た
。
ゴ

ミ
ゴ
ミ
し
た
街
に
住
ん
で
い
て
息
が
詰
ま

り
そ
う
に
な
っ
た
時
、
須
磨
の
海
が
あ
っ

た
の
は
―
そ
し
て
市
街
の
背
後
に
連
な
る

六
甲
山
地
が
あ
っ
た
の
は
―
ど
ん
な
に
救

い
だ
っ
た
ろ
う
。 

 
 

（
一
〇
九
頁
「
す
ま
」
） 

著
者
は
、
長
田
区
の
海
側
、
商
店
街

や
映
画
館
が
多
く
あ
る
賑
や
か
な
場
所

で
育
ち
、
一
九
六
九
年
に
上
京
し
た
。 

須
磨
海
岸
ま
で
は
歩
い
て
三
十
分
、

泳
い
だ
り
、
釣
り
を
し
た
り
、
水
族
館

で
魚
で
は
な
く
漫
才
を
見
た
り
。
山
も

身
近
な
遊
び
場
で
あ
っ
た
。
物
心
つ
い

た
頃
か
ら
、
近
所
の
年
上
の
子
た
ち
と

登
っ
た
高
取
山
。
中
学
生
に
な
る
と
一

人
で
山
歩
き
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
厄

介
な
時
期
を
山
と
映
画
館
と
貸
本
屋
の

本
で
や
り
過
ご
し
た
と
い
う
。 

多
く
の
マ
ン
ガ
と
出
会
い
、
自
分
に

も
何
か
描
け
る
か
な
と
一
九
六
六
年

『
ガ
ロ
』
に
風
刺
マ
ン
ガ
を
投
稿
す
る
。

そ
れ
が
何
者
で
も
な
い
も
の
か
ら
、
何

者
か
へ
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。 

     

「
好
き
」
の
因
数
分
解 

最
果
タ
ヒ
（
リ

ト
ル
モ
ア 

二
〇
二
〇
年
） 

赤
紫
の
電
車
。
海
と
山
の
ど
ち
ら
も
が
見

え
る
。
震
災
の
記
憶
。
（
中
略
）
ジ
ャ
ズ

喫
茶
、
チ
キ
ン
ジ
ョ
ー
ジ
、
六
甲
牧
場
、

六
甲
山
。
誰
も
知
ら
な
い
町
の
よ
う
に
思

う
。
私
し
か
知
ら
な
い
町
の
よ
う
に
思
う
。 

（
九
十
八
頁
「
神
戸
」
） 

最
果
タ
ヒ
は
、
一
九
八
六
年
に
神
戸

市
に
生
ま
れ
、
七
歳
の
と
き
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
経
験
し
た
。 

「
好
き
」
な
も
の
に
つ
い
て
綴
っ
た

本
書
で
、
ぬ
い
ぐ
る
み
や
食
べ
放
題
に

並
ん
で
神
戸
を
挙
げ
て
い
る
。 

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
著
者
の
中

に
「
神
戸
」
が
蓄
積
さ
れ
て
い
て
、

「
町
」
と
い
う
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
す

る
風
景
は
、
自
然
と
神
戸
の
姿
が
基
準

に
な
る
。
見
慣
れ
た
ビ
ル
や
好
き
だ
っ

た
楽
器
屋
が
な
く
な
り
、
変
わ
り
続
け

る
故
郷
神
戸
は
、
「
忘
れ
る
と
か
忘
れ

な
い
と
か
、
そ
う
い
う
選
択
肢
を
持
た

な
い
」
存
在
で
あ
る
と
い
う
。 
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は
し
け
だ
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https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200262322&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200639500&type=CtlgBook

